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1．序
1947年にスタートし、戦後の世界貿易の拡大を通商面から支えてきたGAITは、1995年1月か
らW1℃に発展的に移行した。GATrは相互主義(reciprocity)と無差別の原則(nondiscrimination:
MFN)という2つの理念の下に8回にわたる関税引き下げ交渉を行い、世界貿易の発展に貢献し
てきた。工業品の平均輸入関税率はいまや4％の水準になっている。 しかし1980年代に入ると世界
経済は地域主義や環境問題などの新しい課題に直面し、GAT1,も大幅な見直しが必要となった。新
しくスタートしたWTOはGATI､の欠陥を補強し、GATI,で十分処理できなかった幾つかの問題に
対応しようとしている。加盟国23カ国でスタートしたGAITはいまや140カ国を含むWTDになっ
た。世界貿易拡大の枠組みとして発展させなければならない。
新しいWTOも基本的には相互主義と無差別の原則というGAflTの理念を受け継いでいるが、
GATI､にない次のような幾つかの新しい側面を取り入れている。
a)
b)
c)
d)
WTOがIMFや世界銀行と並ぶ正式な国際機関であること
農業、サービス貿易、および知的所有権などの新分野にまで守備範囲が拡大されたこと
統一的な紛争処理手続き(DSP)が策定されたこと
アンチダンピング協定やセーフガード措置などのルールにおけるこれまでの窓意性が是正さ
れたこと
関税以外の貿易制限措置は基本的に関税に置き換えること
W1℃への加盟は一括受託方式によること
e)
f)
しかしスタート後のWIUの現実は必ずしも理想通りには行っていない。特に1999年のシアトル
の閣僚会議では交渉が決裂し、環境・労働問題などの分野で先進国と途上国と対立が続いており、
新ラウンドの開始が交渉の進め方や対象の範囲をめく、る各国の対立で遅れている。しかし多角的な
自由貿易体制を維持するためにWTOの役割が今後更に高まることは間違いないのであり、
GAIT/WTOを経済学的に分析しておくことはWTOの将来を考える上で極めて重要である。この
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ような時期に本書のような本格的な研究書が出版されたことを喜びたい。
2．本書の構成
GATIｿW'IUは大きく3つの役割を持っている。第1に貿易交渉の場を提供すること、第2に国
際取引のルールを作ること、第3に貿易紛争の解決をサポートすること、である。このような
GATr/WT℃は世界貿易拡大のための公共財として世界経済にすでに広く受け入れられてきている
が、経済学的にその存在を正当化する研究はこれまであまり行われてこなかった。しかし1990年代
の後半から、BagwellandStaiger(1996,1997,1999,2001),Deardo㎡andStem(1994),Dixit(1987),
GrossmanandHelpman(1995),Maggi(1999),McMillan(1989),Staiger95 などによって、
GAflT/WTDの経済分析が本格化した。本書はこの分野の研究をリードしてきたBagwellとStaiger
というスタンフオード大学における師弟が、 これまでの精力的な研究成果を基に書き上げた本格的
な研究書である。 1章の序論とサマリーである12章を除けば、本書は次のような構成になっている。
??????????? ????
貿易協定の理論
GAITとWTDの歴史とデザイン
相互主義(Reciprocity)
無差別の原則(Nondiscrimination:MFN)
強制力(Enforcement)
差別的貿易協定(PreferentialTradingAgreements)
労働と環境の基準(LaborandEnvironmentalStandards)
競争促進政策(CompetitionPoHcy)
農産物の輸出補助金(AgriculmralExportSubsidies)
交易条件効果の現実的な意味づけ
このように本書の内容は実に豊富である。著者達はそれぞれコロンビア大学とウィスコンシン大
学（マジソン校）で産業組織論(IOTheoly)を研究している第1級の研究者である。著者は貿易
協定の一般均衡モデルを設定し、産業組織論とゲーム理論の分析手法を用いて、GAIT/WTOの枠
組みが存在する理由や各国が行うさまざまな貿易政策の効果、 さらにGATI,で例外的にみとめら
れている差別的な取り決めが多国間主義の効率性に与えるインパクトなどを究明している。しかし
本書の中心は、貿易協定(tradeagreements)が行われる理由とそれを支える原理を究明すること
である。
本書でBagwellとStaigerが繰り返し主張していることは、交易条件動機(termsoftrade
motives)の存在が大国が最適水準より高い関税を課すインセンテイブを生じさせ、その結果互い
に関税を掛け合った囚人のジレンマの状態にさせること、従って各国は協力して互いに関税を引き
74
TheEconomicsoftheWodd'IradingSystem(小田）541
下げることによってベター・オフになることができるということである。そしてGAIT/WRI､Oの
重要な特徴であるreciprocityとnondiscriminationはtermsoftradeexternalityによって生ずる非効
率的な貿易制限を阻止する交渉ルールを提供しているとする。
周知のように、交易条件を変えることのできる大国はその国のみの立場からより高い関税をか
け、そのコストを他国に負担させることができる。これはthetermsoftradeexternalityと言われ
る。貿易協定は、関税の賦課によって囚人のジレンマに陥る可能性を回避するために行われる。そ
のような高い関税を相互に引き下げれば交易条件を変えることなく、当事国の貿易量と経済厚生を
高めることができる。またGAIT/WTOで交渉を通じて合意された協定はself~enforcingである。
3．本書の内容
これまでの経済学はいまゲーム論に沿って書き直されつつある。それは国際貿易論や国際金融論
の分野にも言えるが、GAIT/WTOなどの国際貿易の制度や枠組みの存在理由も、本書のように
ゲーム論の手法を用いて解明されようとしている。本書が注目される所以である。
第2章では、 まずGATr/WTOないし貿易協定が存在するさまざま理由を統一的に説明する2
国2財の簡単な一般均衡モデルが示される。各国政府はその国の所得の拡大だけでなく、所得の分
配についても配慮しなければならない。特に貿易政策は、それが所得分配に与える効果を考慮して
決定される。この両側面を考慮するために、両国政府の間接効用関数を自国（相対）価格と世界
(相対）価格の関数として定式化する。これによってAppendixにある命題、「ナッシュ均衡関税が
非効率的である」こと、 「貿易協定は関税の相互引き下げを必要とする」こと、などを導く。モデ
ルの設定と展開の仕方が実に巧みである。
第3章はGAITとWTOの歴史とデザインを述べる。GATI,は1930年代に行われた保護貿易政策
の苦い経験を出発点にしていること、 またそれはルールをベースにデザインされていること、 また
そのルールがreciprocityとnondiscriminalionの原理に基いていることを示す。第4章はGAITの
reciprocity、また第5章はそのnondiscriminationの原則を巧みに説明する。GArlｿWTOはこの2
つの原則を補完させることによって、各国政府がより効率的な関税水準に達するように交渉するこ
とができる。また第5章で、reciprocityとnondiscriminationの両原則の下では多国間協定によっ
てパレート効率的で安定的な関税率の水準（それは必ずしもゼロではない）のベクトルが実現され
ることを示す。
第6章は貿易協定のenforcementmechanismを考える。貿易協定の成立と維持は、繰り返しゲー
ムの理論を用いることによって分析できることを明らかにする。無限期間の繰り返しゲームの下で
は囚人のジレンマは解消され、協調が成立するからである。GAflT/WTDは無限期間の繰り返し
ゲームを可能にする場を提供するのである。
第7,8,9,10章は、現在WI℃が直面している貿易政策の諸問題を扱う。まず第7章は、差別
的貿易取り決めが多角的貿易システムに与えるインパクトの評価を行なう。第8章は、労働・環境
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基準の問題を扱う。労働・環境基準の設定という国内政策は他国市場へのアクセスの方法と程度を
変え、WTOが世界的な効率性を達成する能力に影響を与える点で重要である。第9章は、競争政
策を扱う。完全競争を仮定する基本モデルを不完全競争企業の場合に拡張し、競争政策という国内
政策が貿易協定の有効性に与える効果を問題にする。第10章では、GAIT/WTOにおける農産物の
輸出補助金政策に始めて一般的なモデル分析を試み、輸出補助金についてナッシュ補助金、協調補
助金、効率的補助金を区別し、その意味を説明する。第11章では、本書の中心的なアイディアであ
る貿易協定に関するtermsoftradeexternalityアプローチについて、理論的・実証的な意味ずけの
補強を行っている。
4．本書の評価とコメント
GAITIｿWTOの解説書はすでに幾つか存在する。またPreferentialTradingAgreementsや
GradualTradeLiberalizationに関する理論的研究も進められている。しかし本書ほどグローバリズ
ムの象徴であるGAflT/WTOの存在理由とその役割をゲーム論の分析手法を用いて体系的に分析
した研究書は他にない。
本書で著者達が主張していることは、大国は関税を課すことによって交易条件を有利化できるの
で望ましい国内相対価格を実現する関税率以上の関税を課すことになり、パレート非効率的な囚人
のジレンマ状態に陥る。しかしこれはreciprocityとnondiscriminationによって解消することがで
きる｡Reciprocityとは相互に輸入額の変化を同じようにさせるような貿易政策の変化である。従っ
てそのような貿易政策の変化は財の世界相対価格を一定に保つことになり、財の世界相対価格を一
定に保ちながら両国は経済厚生を高めることができる。これがルールに基いた貿易協定が必要とさ
れる理由である。またGAflT/WTOは無限期間の繰り返しゲームを可能にする場を提供している
という。
このようなゲーム論な分析は新鮮でGAflT/WTOの研究を大きく前進させるものである。また
現在WTOが直面しているさまざまな課題（労働・環境基準、農産物の輸出補助金問題）について
も非常に綴密な分析がなされている。本書を高く評価する所以である。その上で2点についてコメ
ントしたい。
第1に、関税という対外（貿易）政策と環境基準の設定という対内政策の関係をどのように考え
ればよいかということである。多くの国は、 自国の環境水準を一定水準に維持しながらWTOを通
じて自由貿易の拡大をはかることを課題としている。このような場合、マイナスの輸入関税を課し
外国製品の輸入を増やすことによって国内生産を減らし、 自国の環境破壊を防止することができ
る。従って関税という対外政策を環境保護という国内目標の達成のために用いることができる。逆
に、環境基準の設定という国内政策も財価格、従って貿易量や貿易パターンに影響を与えることが
できる。従って、本書では独立して取り上げられている関税政策と環境政策の関係を改めて検討し
てみる必要がある。
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第2に、最近我が国も韓国やシンガポールと地域的な貿易協定の締結の交渉を始めているが、世
界の多くの国は一方でWTOの場でグローバルな貿易拡大をはかる努力をしながら、他方でこのよ
うなPreferentialTradeAITangements(m1As)を進めている。この点はどのように考えればよいの
であろうか。 1つの説明は、W1℃加盟国が大きくなり過ぎ、多角的な貿易交渉を行うことが次第
に困難になってきていることを示しているのではないかということである。もしそうであれば、本
書が主張するようなWTOの特徴、つまりreciprocityとenfOrcementの能力も低下しているのでは
ないか。GATr/WTOを分析した本書が大きな関心の的になっていると同時に、tradingblocsを分
析したBhagwati,et.a1.ed.,(1999)も関心を集めている所以である。
なお本書の最後には丁寧な補論が付け加えられている。これは本書の価値を更に高めている。
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